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フジクラ・ダイヤケーブルの腐敗防止に関するポリシー（第2版） 

 

株式会社フジクラ・ダイヤケーブル（以下、｢フジクラ・ダイヤケーブル｣という。）の役員及び従業

員（以下、「フジクラ・ダイヤケーブルメンバー」という。）は、フジクラ・ダイヤケーブルの活動

するすべての国と地域において適用される贈収賄防止のための法令（以下、「腐敗防止法令」という。 

腐敗防止法令には、各国と地域の刑法、不正競争防止法、FCPA、Bribery Act2010などが含まれる

が、これらに限られない。また、当該国と地域の法令に加え、他の国や地域の法令が域外適用等により

適用される場合を含む。）を遵守するほか、「フジクラ・ダイヤケーブルの腐敗防止に関するポリシ

ー」（以下、「本ポリシー」という。）を遵守する。 

本ポリシーは、フジクラ・ダイヤケーブルの代表取締役社長（最高経営責任者）である久下忠利に

より提案され、フジクラ・ダイヤケーブルの取締役会で取締役全員の賛成を得て定められたものであ

り、フジクラ・ダイヤケーブルの最高経営責任者と取締役会は、フジクラ・ダイヤケーブルメンバー

が本ポリシーをいかなる場合にも遵守することを義務付けている。 

フジクラ・ダイヤケーブルは、本ポリシーを自社に適用するため、機関決定等の必要な措置を取る

ものとする。 

１．腐敗行為の禁止 

（１）フジクラ・ダイヤケーブルメンバー及びフジクラ・ダイヤケーブルを代理して又はフジクラ・

ダイヤケーブルとの間の業務委託契約その他の契約に基づきフジクラ・ダイヤケーブルのために活

動するすべての個人・企業・団体等（以下、「代理人等」という。）は、活動するすべての国と地

域において、腐敗防止法令を遵守しなければならず、公務員等又は私人との間で、腐敗防止法令に

反して金銭・贈答品等（以下、「金銭等」という。）の授受等を行ったり、それに加担する行為

（共謀・教唆・幇助）を行ったりしてはならない。 

（２）フジクラ・ダイヤケーブルは、代理人等が、本ポリシーを遵守するよう必要な措置を講じる。 

（３）フジクラ・ダイヤケーブルメンバーは、上記（１）のとおり、公務員等の間で腐敗防止法令に

反する行為を行うことが禁止され、国又は地域によって異なるが、例えば、腐敗防止法令により、

営業上の不正の利益を得るため、 

①公務員等にその職務に関する行為をさせ若しくはさせないことを目的として金銭等を供与し、又

は供与の申し込みの約束をすること 

②公務員等にその地位を利用して他の公務員等にその職務に関する行為をさせ若しくはさせないよ

うに斡旋をさせることを目的として金銭等を供与し、又は供与の申し込みの約束をすることなど

が禁止される。 

（４）フジクラ・ダイヤケーブルメンバーは、商社・代理店・コンサルタント・ブローカー・合弁事

業の現地パートナー・請負業者・取引先その他の第三者を通じても、（１）及び（３）により禁止

される行為を行ってはならない。 



２．接待・贈答 

フジクラ・ダイヤケーブルメンバーは、関連法令に違反しないのみならず、正当な業務目的に資

し、かつ金額・頻度が社会通念上妥当な範囲であって、所定の承認プロセスを経ない限り 

①   公務員又は取引先等を含むいかなる関係者に対しても、接待又は贈答品の提供をしてはならず、 

② 公務員又は取引先等を含むいかなる関係者からも、接待又は贈答品を受け入れてはならない。 

３．正確な記録 

フジクラ・ダイヤケーブルメンバーは、いかなる場合であっても一般に認められた会計規則を遵守

する。帳簿及び会計記録は正確に記録し、いかなる理由があっても、虚偽又は誤解を招くものであ

ってはならない。必要十分な記帳のない帳簿及び会計記録又は取引を正しく反映しない帳簿及び会

計記録は、これを作成してはならない。 

４．報告 

フジクラ・ダイヤケーブルにおいて、本ポリシーに違反する事実を知った者及びその知った者から

報告を受けた管理者は、当該事実を報告する義務がある。報告は、通常の業務報告先（上司）又は

これに併せ若しくはこれを省略して株式会社フジクラ・ダイヤケーブルの人事総務部へ行うことと

し、また、内部通報制度により匿名で行うこともできる。 

報告を行った者は、報告したことを理由としてフジクラ・ダイヤケーブルにおいて不利益な取扱い

を受けることはない。 

５．管理者の役割 

フジクラ・ダイヤケーブルのすべての管理者は、本ポリシーの遵守のため、特に重要な役割を担っ

ており、所属する組織を代表し、組織内の従業員を管理・監督しなければならない。 

６．モニタリング 

フジクラ・ダイヤケーブルは、金銭等の支出に対する内部監査等及び上記５による管理者が行う 

管理・監督状況に対する内部監査等により、本方針の遵守状況をモニターする。 

７．罰則と会社の基本的立場 

腐敗防止法令又は本ポリシーへの違反が確認されたフジクラ・ダイヤケーブルメンバーは、 

フジクラ・ダイヤケーブルから懲戒処分等の不利益取扱いを受ける可能性がある。また、当該違反

行為によりフジクラ・ダイヤケーブルが損害を被った場合、フジクラ・ダイヤケーブルは当該 

フジクラ・ダイヤケーブルメンバーに対し損害の賠償を求める可能性がある。 
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